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序

中央自動車道西宮線の開通は飯田下伊那地区にめ、ざまtい変化をもたらしました。社

会・経済活動をはじめ文化まで変えたとの高速道路のインターチェンジをもつ伊賀良地

区においては、その表われは道路整備から始まり、、インターから、国道 153号へつながる

アクセス道路は 4車線 |と なりました。 しか し、この国道も朝夕のラッシュ時には慢性的

な渋滞を引き起 こしています。そこで 153号飯田バイパスの建設が進められ、昭和62年

度にはその一部が共用開始されることになりました。

このバイパスの開通を契機に大型店舗進出・宅地造成などの開発が進むことが考えら

れ、このまま放置すれば当地区は雑然とした町並になる心配があります。そこで秩序あ

る都市計画を進めるために区画整理組合を組織 し事業をはじめることになりました。

今回の調査は都市計画道路羽場大瀬木線の通過する部分の発掘調査を実施 しま した。

その結果、いくつかの古代の人々の生活の跡を確認することができました。これらも伊

賀良地区の歴史の一片となるわけです。

本報告書を刊行するにあたり、発掘調査等に対 し、深いご理解と多大なご協力をいた

だいた区画整理組合のみなさんをはじめ、地元のみなさんに心より感謝申し上げます。

飯田市教育長

福  島 稔
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1.本書は、飯田市北方地区における土地区画整理事業に伴なう埋蔵文化財包蔵地 F上

の金谷遺跡」 。「三壺淵遺跡」 。「小垣外遺跡」の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、飯田市北方土地区画整理組合か らの委託を受け飯田市教育委員会が実

施 した。

3.調査は、昭和61年度に「上の金谷遺跡」 。「三壷淵遺跡」を昭和62年度に「小垣外

遺跡」の発掘調査を行ない、昭和62年度に整理作業を行なった。

4.本書は、調査員全体で検討の上、佐々木嘉和、吉川豊、小林正春が執筆 し、佐々木

が編集 し、小林が総括 した。

5。 本書に掲載 した図面類の整理・遺物実測は佐々木が行なった。

6.本書に関連する出土品及び諸記録は、飯田市教育委員会が管理 し、飯田市考古資料

館に保管 している。
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過経

1.調査に至るまでの経過

飯田市北方地区は、中央自動車道西宮線飯田インターチェンジに隣接する地区であり、近い将

来無秩序な市街化の進行が懸念される状況であった。このため道路・公園などの公共施設はもち

ろん計画的な街路整備が急務となり、飯田市北方土地区画整理組合により、昭和60年から65年に

かけて事業が推進されることとなった。

事業実施に先立ち、対象範囲に複数の埋蔵文化財包蔵地があり、その取り扱いについて飯田市

建設部都市計画課・北方土地区画整理組合・飯田市教育委員会の関係者による協議を行ない、そ

れに基づき飯田市教育委員会が発掘調査 し、記録保存をはかることとなった。

対象範囲が広大で複数の遺跡が所在 し、個々の具体的な状況が不明であり、当面都市計画道路

羽場大瀬木線の路線内を試掘 し、その状況により本格的な調査を行なうこととなった。

2.調 査 の 経 過

{1)昭和61年度の調査

関係者の諸協議に基づき、昭和61年 9月 24日 上の金谷地区 1435番地の普通畑とビニールハウ

ス内の調査に入る。調査はまず 277b四方の試掘坑を設定 し、遺構・遺物の出土があった場合に、

拡張 して調査を行なうこととした。試掘坑を18箇所入れ、遺構を検出したG10 Gllを 拡張 して

調査 した。遺物はほとんどの試掘坑から出土 したが、ローム層上に堆積 した砂質土からである。

水田の調査は収穫後に行なうことになる。

9月 26日 、三壺淵地区に試掘坑 3箇所を入れた。南西側に小垣外地区のやや高い台地があり、

その外側の湿地帯になるらしく、灰白色砂土が基盤で、その上に砂利混りの漆黒色土がのってお

り遺構の検出はなかった。遺物は上方の流れ込みと思われる少量が出土 したのみであり、調査を

終了した。

H月 18日 、上の金谷地区の水田の調査に入り、試掘坑13箇所、 トレンチ 1箇所を入れる。遺構

の検出はなく、遺物の出土を少量みただけであり、調査を終了した。

11月 24日 、小垣外地区の台地上に試掘坑を 4箇所入れる。ローム層まで40～ 30cmと 浅 く、遺構

の検出はなかった。この地区にも作物があり、道路建設着工前に、再度調査を行なうこととする。
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12)昭和62年度の調査

11月 16日 、小垣外地区の調査に入る。作物の有る場所・ 立木・電柱を除いて、重機で表土の排

除を行ない調査を行なう。国道 153号飯田バイパス建設に伴なう発掘調査で溝址が発見されてお

り、その続きを調査 した。調査予定地内に作物が栽培 し続けられており、調査の進行上に支障が

あったが、11月 20日写真撮影・測量調査を終了し、11月 21日調査区の埋めもどし作業を重機で行

なって、発掘調査を完了 した。

3.調 査 組 織

1)調 査 団

調査担当者

調査員

作業員

2)事 務 局

飯田市教育委員会

塩沢 正司

池田 明人

小林 正春

吉川  豊

馬場 保之

土屋 敏美

社会教育課

(社会教育課長)

( ″   文化係長)

( ″   文化係 )

( 〃       )

( ″       )

(庶 務 課 )

小林正春

佐々木嘉和,佐合英治,吉川豊,馬場保之

高木義治,森 章,中平隆雄,窪田多久三,向田一雄,北村重実,福沢 トシ子

木下喜代恵,柳沢謙二,正木実重子,池田 幸子,唐沢古千代,川上みはる,

木下 玲子,櫛原 勝子,小平不二子,武田 恵美,丹羽 由美,松本 恭子

宮内真理子,吉川紀美子,吉川 悦子.吉沢佐紀子,大 日向富士子,牧内八代
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遺 跡 の 環 境

自 然 環 境

(1)上の金谷 。三壺淵遺跡

飯田市伊賀良北方地区は、市街地の南西 5～ 3姉 に位置 し、中央アルプス南端の山麓に発達 し

た扇状地上にあり、南東に緩 く傾斜 している。広大な扇状地形の為微地形は複雑な変化を見せて

おり、ほぼ小台地と低湿地の連続といえる。扇状地の特徴である水不足に対応する為上の金谷遺

跡の東から南に飯田松川から揚水 した大井川が走っている。調査地区の標高は 530π前後であり

南西方向がやや高 くなっている。減反政策の為作物には大きな変化があり、低湿地にも果樹の植

栽が見 られる。

各試掘坑の土層は、挿図 5の土層柱状図のとおりであるが、概観すると、基盤と思われる花商

岩の風化 した灰白色砂土の上に、砂質土が堆積 している。基盤を切る自然と思われた溝状の落ち

込みや微地形の傾斜 も試掘坑で確認 した。堆積 した土は砂質であり、南沢川の氾濫によって運ば

れたものであろう。昭和36年の梅雨前線による集中豪雨でも被災 している。

地形を概観 したが、小台地が生活の場、低湿地が生産の場と推測 したが、調査区内には生活の

場は確認されず、やや山寄りに位置すると思われる。            (佐 々木嘉和)

12)小垣外遺跡

伊賀良地区の平坦部のほとんど全部が、天竜川の支流が山地を削って運搬堆積 した洪積期天竜

層である。そしてその大部分は飯田松川が木曽山地から運んだものである。

北方地籍は天竜川の支流で中央アルプスの前山である笠松山から流れだ した南沢川によって形

成された扇状地の扇端部に位置する。現在南沢川は人工の水路となり毛賀沢川へ流れ込んでいる。

この毛賀沢川も以前はこの地区の雨水等を集めて台地を削り天竜川へ流れ込むだけの川であった。

扇状地であるため水の確保にはかなりの努力を要 した。そのひとつが大井 (川 )であった。妙

琴で飯田松川から水を取り入れ段丘上をかなり長い距離で引いている。その大井は北方において

は扇状地の縁部をなが し、南沢川が毛賀沢り||と 合流する地点で交差する。 したがって、現在の水

利を見ただけでは当時の (弥生から古墳時代にかけての)地形等は判断できなくなっている。

今回発掘 した小垣外遺跡を大雑把ないいかたで限定すれば、中央自動車道のインターから飯田

よりに東側の側道を育良公会堂へ、そこから東に大井までと、飯田インターの前方を流れる南沢

川とそれに交差する大井までに囲まれた部分である。
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地形は南端にあたるバイパス部分だけがやや高 くなっているのみで、

水田に利用されている。

その他はほぼ平坦であり

(吉川 豊 )

2.歴 史 環 境

伊賀良地区の遺跡を概観すると、山地を除いてほぼ全面的に包蔵地といって良 く99遺跡を数え

る。調査がなされた遺跡は西の原遺跡 (注 1)・ 立野遺跡 (注 2)、 よ志原 。上の平東部・寺山

・六反田・大東 。酒屋前・滝沢井尻・小垣外 (辻垣外)・ 三壺淵・上の金谷各遺跡 (注 3)・ 中

島平 (注 4)・ 宮ノ先 (注 5)0酒屋前 (注 6)・ 鳥屋平 (注 7)・ 殿原 (注 8)・ 八幡面・小

垣外 (注 9)・ 梅ケ久保 (注 10)遺跡などである。

縄文時代から中世まで各期の好資料・遺構が発見され飯田下伊那地区を代表する埋蔵文化財包

蔵地密集地区といえる。

特に立野遺跡は戦後間もなくから数度の調査がなされ、 (注 2)「立野式土器」の標式認定に

より、長野県を代表する縄文時代早期の遺跡である。 しかし、遺跡は耕地整備・土取り工事等に

より消滅状態に近 くなっている。

中央自動車道に伴なう各遺跡の調査では各期の住居址等が検出され扇状地中央の遺跡状態が明

確にされた。

伊賀良地区内の古墳は52基 (注 11)を数える。残存するものは 9基であるが、墳丘をわずかに

残すものが大半である。古墳の分布は扇状地端部がほとんどである。

奈良時代に入って、古代東山道に「育良駅」の名がある。県内に入って「阿知駅」の次に位置

する駅であるがその所在は確認されていない。伊賀良地区内のどこかにあると思われ、その位置

については諸説がある。諸説共に中央自動車道から南東側の扇状地端部にかけて設定されている

(注 13)。

中世に入ると伊賀良庄の記録 (注 13)がある。鎌倉時代初期伊那郡伊賀良庄の地頭が、北条時

政で江馬氏が司り、北条氏滅亡後は小笠原氏の所領となり (注 4)、 小笠原氏繁栄の基盤のひと

つとなった地区である。

この様に伊賀良地区を歴史的に概観すれば広大で肥沃な地であり、原始より古代・中世・ 近世

0近代・現代と大いに栄えた地ということができる。

なお今回調査の上の金谷 0三壺淵・小垣外遺跡について中央自動車道建設時に発掘調査されて

おり、上の金谷遺跡では、弥生時代から中世までの住居址 13軒 と柱穴群・土坑などが台地上に密

集 して検出された。三壺淵遺跡では台地先端部に古墳時代住居址 3軒を検出、「あり方から見て

西方に広がる」とされている。小垣外遺跡では、一部辻垣外遺跡に入るが、縄文時代前期末から

中世までの住居址22軒 と柱穴群・土坑など検出され、「遺構は用地外西方に広がる」とされてい
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る。又小垣外遺跡も国道 153号飯田バイパス建設に先立ち、昭和60年度に調査 (注 9)さ れてい

る。

これらの調査結果を踏まえて発掘調査を行なったわけである。

注

伴信夫・宮沢恒之 1967 「長野県飯田市伊賀良西ノ原遺跡調査報告」『信濃』19巻 12号

神村透 1968・ 69 「立野式土器の編年的位置について(1)～ (7)『信濃』20巻 10号～21巻 7号

1982 「立野式土器の編年的位置について (完 )」 『信濃』34巻 2号

岡田正彦ほか 1972 『中央道調査報告 ―一 飯田市内その 2-』 長野県教育委員会

佐藤甦信 1977 『伊賀良中島平』飯田市教育委員会

佐藤甦信 1978 『伊賀良宮ノ先』飯田市教育委員会

佐藤甦信 1983 『酒屋前遺跡』飯田市教育委員会

佐藤甦信 1983 『鳥屋平』飯田市教育委員会

佐藤甦信 1987 『殿原遺跡』飯田市教育委員会

佐藤甦信 1987年 度 報告書刊行予定 飯田市教育委員会

小林正春 1987 『梅ケ久保遺跡他』飯田市教育委員会

長野県史刊行会 1981 『考古資料編一遺跡地名表』

市村咸人 1955 『下伊那史』第 2巻下伊那誌編纂会

市村咸人 1961 『下伊那史』第 4巻下伊那誌編纂会

宮下操 1967 『下伊那史』第 5巻下伊那誌編纂会
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 2m

上の金谷遺跡
G20

G31

EIコ 灰褐色砂土

蜻肋鏃 灰色砂土

匡亜ヨ 暗褐色土

∞⑫慾縞 )

EIコ 褐色土

挿図 5 試掘坑・土層柱状図

Ｆ

＝

＝

＝

＝

＝

Ｌ

囲藝国 耕土

囲ヨ鵬縞 )

匡ヨ譲亀り)

圃囲鶴亀り)

囲ヨ穆縞 )

三壺渕遺跡
Gl     G2

匿互ヨ 黄褐色土

饉邁濶 灰黒色土
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亀三tk)

E≡コ 黄色砂土

E=∃ 灰白色砂土

基
盤
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果結査調

1.上の金谷遺跡

{1)工房址 1(挿図 60第 1図 )

調査区の中央やや北東より、GHに検出し、拡張 して調査 した。拡張 した範囲は6× 4πであ

り、工房址 1と した竪穴状遺構と、それに伴なうと思われる土坑状落ち込みを調査 した。竪穴の

規模は 3.5π前後の方形と思われ、北西壁を奥壁として主軸はN62° Wを測る。

覆土は褐色砂礫土が上層に、黒色土が下層に堆積 していた。壁高は30m前後を測るが、土質の

○
―
‐
鉄

ひ
し
や
く

黄色土 (焼土少量混 り)

褐色砂礫土 (黄色土混 り)

白色砂利 0         2m

上の金谷遺跡 工房址
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耕土

暗褐色土 (砂利多量に混る)

黒色土 (砂利混 り)

自色砂利

褐色砂礫土 (黄色土プロック混 り)

砂利 (褐 色土混 り)

漆黒色土 (砂利混 り)

1

2

3

4

5

6

:   7挿図 6



為緩やかな傾斜であった。床面は比較的堅 く締っており、柱穴は検出に務めたが確認できなかっ

た。北西壁ほぼ中央に鍛冶工房址とした根拠の焼土・黄色粘土・鉱滓があった。中央部分の断面

図でもわかるが、覆土中に焼けた黄色粘土が混在 した状態であった。黄色粘土で築いた何 らかの

施設が、崩壊 したものであろう。粘土の周囲に鉱滓 (粘土壁が非常な高温にあい表面が陶化 した

ものであろう)片が散布 していた。竪穴の北西壁上に検出 した土坑状の落ち込みもこの工房址に

伴なう施設と思われ、右側の底部には黄色粘土が出土 した。検出面からの深さは20m強 であり底

部はほぼ平 らであった。左側の穴は不整楕円形で底部は緩 く凹み、検出面から60卸 余の深さがあ

る。覆土中から割れた礫 6個黄瀬戸皿片が出土 しこの礫 も工房址に関連するものと思われる。

遺物は鉱滓 (4)の他に、鉄製のひしゃくないし皿 (1)、 図化はできないが漆器の漆のみが

出土 している。平 らにつぶれており径20卸 の箱形 と思われた。漆には布痕が残っている。他に小

さな鉄製品 (8～ 14)があり、 8は刀子の茎、 9は釘であろう。砥石は 3個出ており、 7は砂岩

の自然礫を利用している。他の 2個 は泥岩製の緻密なものである。工房址からではないが、左側

の穴底部から黄瀬戸OIlll:が出土 している (D。 出土位置は不明であるが、黒褐色砂土中から

織部の型押 しの変形向付片 (3)がある。

時期の決め手になるものは、工房址に伴なうと思われる穴から出土 した、黄瀬戸片 1点のみで

あり、確定はできないが中世ないし近世にかかわる鍛冶工房址と思われる。

12)その他  (挿図 3)

Glに検出 した溝状遺構は、自然の溝と推測され、調査は試掘坑 2個 にとどめた。

各試掘坑の土層は様々であるが、G20(挿図 5)が今回調査区の主たる土層 と言ってよく、低

地に土砂が堆積あるいは造成され台地端とほぼ同じ高さになったと思われる。G23は 台地端に近

いと思われ水田面から90mで ローム面が出ている。

遺物は表 (第 102表 )を見て頂 くが、出土量は少ない。概観すると鉄・鉱滓の出土割合が高

く、この遺跡の特徴と思われる。図化可能な遺物はごくわずかで、図番号を備考に記 した。

2.小 垣 外 遺 跡

(1)溝 址

① 溝址 1 (挿図 7)

国道 153号飯田バイパス建設に伴なう調査 (注 9)で確認されていた溝址 1の続きである。道

路用地東南境ぎわに、長さ16π を調査 した。溝址 2・ 3、 小竪穴 1に切 られる。電柱が溝址の中

央に立っており、そこは調査できなかった。上部はローム層を掘っており、底部はローム層下の

砂礫層を20～ 10m掘 っていた。砂礫層に鉄分の沈澱層が、縞状に入っており、覆土と推測 し、掘

り過ぎた部分 もある。幅は約 3～ 2π で断面形は逆台形をなしており、台地端の斜面中段に掘 ら

れている。覆土は上部約50卸 に漆黒色土が堆積、しているが、溝址に直接入った土ではなく、台地
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1 漆黒色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土(明褐色砂質土混り)

4 茶褐色土(黄 色土混り)

5 明褐色砂質土(暗褐色上混り)

6 暗褐色砂質土(褐色砂質土混り)

E53350川

挿図 7 小垣外遺跡 溝址 :

Ｆ
一
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斜面の下部の低地へ堆積 した土である。古墳時代遺物のほとんどはこの漆黒色土層下部から出土

し、堆積は古墳時代から以後であろう。中層には暗褐色土を基本とした土が30～ 10卸が入り、下

層には褐色土を基本に礫、砂利が混入した上が入っていた。中層下部から下層で弥生時代の上器

片が出土 した。側壁は比較的急傾斜である。水の流れた痕跡は、底部にわずか認められたが、用

水路とは確認できず集落の周囲を区切る環濠の性格が強いと思われる。遺物は上部の漆黒色土層

から、古墳時代の土師器 (第 2図 8～ 10、 第 3図、第 4図 )が多量に出土 し、須恵器 も一片あっ

た。

時期は、遺物出土層などから、弥生時代後期に開削され、ほぼ埋設 したのが古墳時代後期前半

であり、漆黒土が堆積 したものであろう。

② 溝址 2 (挿 図 8)

調査区の南側、全体からいえばほぼ中央部よりに溝址 3と平行 して検出。溝 1の西壁を切 り、

土坑 1と 切 り合い消滅する。土坑との新旧関係は不明である。

幅60～40mで、長さは 7π を確認 した。底部の高低差は地形に添って南西～北東に傾斜 し70m

―

A53よmm

小竪穴 !・ 溝址 20溝址 3・ 土坑 1
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挿図 8 小垣外遺跡



を測る。底部は平坦で壁は比較的急角度にたちあがり断面は逆台形になるが、溝址 1の上では壁

はほとんどその高さをもたない。

漆黒色土の覆土から遺物の出土はなく時期は不明である。

雨水などの自然水が流れたものと考えられ、水流の方向は南西～北東方向と考える。

(吉川 豊)

③ 溝址 3 (挿 図 8)

調査区の南側、全体でいえばほぼ中央よりに溝址 2と平行 して検出。調査地区境で穴によって

切 られ、溝址 1の西壁を切 り覆土中で消滅する。

幅 100～ 70卸で、長さは 8.6π 確認 した。底部の高低差は地形に添って南西～北東に傾斜 し80

卸を測る。底部は平坦で、壁は比較的急角度でたちあがり断面は逆台形を呈するが溝址 1の覆土

中ではその高さをほとんどもたない。また、確認部分のほぼ中央の東壁には段を持つところがあ

る。

漆黒色土の覆土からは遺物の出土はなく時期は不明である。

雨水などの自然水が流れたものと考えられ、水流の方向は南西～北東方向と考える。

(吉川 豊)

12)小竪穴

① 小竪穴 1 (挿図 8)

溝址 2が溝址 1と 交差する近 くに検出 した。溝址 1の西壁を切っている。

竪穴は 1.2× 1077Lの隅丸方形で深さは約45卸を測る。壁はほぼ垂直にたちあがるが、地形が

傾斜 しているため壁高は西で約45帥 東で約20cmを測る。底部は平坦で、標高はほぼ同じレベルで

ある。

竪穴の外側で、壁から30～ 20卸 ほど離れ南東を除 く各コーナーには径20釧 ほどの小穴がある。

また西側には10mほ ど掘り込まれた段が溝 2の東壁から約 1.8π 確認された。

漆黒色土の覆土からは遺物の出土はなく時期は不明であるが、形態から見て柱を立てた小屋と

考える。

(3)土 坑

① 土坑 1 (挿図 8)

溝址 1の東岸を切 り、溝址 2と切 り合って検出したが新旧関係は不明。 1.2× 0.7π の楕円形

で深さ40釧を測る。底部は平坦で、壁はそれぞれにえぐり込んで、断面は台形を呈する。

漆黒色土の覆土から土師器が出土 したが、これらは溝址 1の搬入物と考えられる。その他には

遺物の出土を見ないため、時期は不明である。
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遺跡 試掘坑 土器・ 石器 陶 磁 器
品
ど製離

鉄
鉱 点 数 出 土 層 位 備 考

上

の

金

谷

Gl 弥生甕

鉄釉皿

黄瀬戸皿

鉄釉碗

1

1

1

1

暗褐色土砂利混

耕 土

G2 打製石斧 2 暗褐色土砂利混 実測第 2図 5

G4 有肩扇状形

灰釉碗

鉄釉摺鉢

鉱 滓

1

1

1

5

暗褐色土砂利混

黒褐色土

実測第 2図 1

G5 内耳土鍋

青磁碗

平 鉢

磁器碗

滓

型

鉱

鋳

1

1

1

1

3

1

暗褐色土砂利混

耕 土

黒褐色土

中世

近世

.G6 弥生壺

砥 石

1

1

黒色砂利

G7 砥  石

鉄 釘

1

1

黒色砂利

黒色土

実測第 2図 6

実測第 1図 15

G8 内耳土鍋 1 黒色土

G9

黄瀬戸平鉢

摺 鉢

山茶碗

□

鉱 滓

鉄製品

1

1

1

1

1

小破片
多い

暗褐色土砂利混

G10 砥  石

甕

黄瀬戸鉢

壺

摺 鉢

鉱 滓

暗褐色土砂利混

耕 土

暗褐色土砂利混

中世

富田窯、近世

中世

GH
I万引止 1 砥 石

弥生甕

甕

内耳土鍋

黄瀬戸皿
″ 段皿
″ 碗

天目茶碗

鉄釉碗
″  Illl

変型鉢

鋳 型 ?

滓

皿

品

器

製

鉱

鉄

鉄

漆

１

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

Ｈ

1

多 数

1

暗褐色土

黒色土

暗褐色土砂利混

黒色砂利

暗褐色土砂利混

暗褐色土砂利混

常滑窯

実浸1第 1図 50607

実測第 1図 2

織部 実測第 1図 3

実測第 1図 4

実測第 1図 1

″  ″ 8～ 14

第 1表 上の金谷遺跡、遺構・試掘坑出土遺物一覧
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遺跡 試掘坑 土器 0石器 陶 磁 器 製腱
鉄
鉄 点 数 出 土 層 位 備 考

上

の

金

谷

G13 深 鉢

鉱 津

銅

1

2

小片あり

耕 土 縄文

G15 碗

鉱 滓

鉄製品片

1

7

2

耕 土 近世

G16 砥  石

鉱  津

1

4

暗褐色土

G17

砥  石

黄瀬戸皿

″ 碗

滓

滓

鉱

鉄

1

1

1

5

ノl済多い

耕 土

黒色土 実測第 2図 7

G18

横刃型

山茶碗

黄瀬戸皿

鉱  滓 2

耕 土

黒色砂利

実測第 2図 2

実測第 2図 4

G19 碗

鉱  滓

近世

G21 茶 碗 近世

G24 黄瀬戸皿 漆黒色土

G25 鉄釉茶碗

G27 茶 碗 近世よろい茶碗

G28 摺 鉢 耕 土

G29 鉄釉皿

G30 鉄釉茶碗

G31 天目茶碗

志野絵皿

不

実潰1第 2図 3

近世

士霊

淵

G2 石 器

須恵壺

1

1

小破片

第 2表 上の金谷・三壺淵遺跡試掘坑出土遺物一覧
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めとまⅣ

飯田市北方地区の埋蔵文化財調査は、昭和46年度に中央自動車道西の宮線建設に先立つもの、

昭和58～ 60年度に行なわれた、 R153バ イパス建設に先立つものなどである。

また、地形的には中央アルプス笠松山麓から発達する扇状地上に立地 し、古 くから肥沃な土地

として開けた地区である。

今回の調査結果は、本書に示 したとおりであるが、当初予想 した広範囲にわたる縄文時代から

平安時代にかけての集落址等の存在はなく、居住域としては空白地であるとの事実が示され、扇

状地上の土地利用の姿が浮かび上がったといえる。

調査結果による土層の堆積状態を見ると、調査地南端の国道飯田バイパス寄 りに微高地があり

そこに限定 してローム層の堆積が認められた。それ以外の今次事業対象範囲ほぼ全域は砂礫の厚

い堆積があり、現地形の形成されたのは中世から近世にかけてであり、縄文時代から平安時代に

かけては大きな凹地状の微地形が捉えられ、本地域の周辺部に各時代の集落が発達 したものと判

断される。

具体的には、南側の国道 153号飯田バイパスに沿って小垣外 0八幡面・殿原の各遺跡が北側の

凹地 (今回事業範囲)を見おろすような状況であり、縄文時代前期・中期、弥生時代後期、古墳

時代、平安時代の各集落が立地する。西方は、中央自動車道建設時の調査で示されたように、上

の金谷・三壺淵・小垣外遺跡があり、その以西に縄文時代中期・弥生時代後期・古墳時代・平安

時代の集落の発達 した状況が捉えられる。また北側は、南側の小垣外遺跡後の立地する微高地と

対峙するように西の原の尾根が、鼎一色地区まで延びており、具体的な状況は不明な点が多いが

縄文時代早期から後期、弥生時代後期、古墳時代、奈良 0平安時代の集落の存在が予測される。

以上、今次調査による土層堆積状況で示された事実と周囲の遺跡立地状況など合わせ考えると

今回の区画整理実施範囲の大半が縄文時代以降の各時代においては、居住域としては空白部にあ

たるといえ、特に弥生時代以降の農耕地として利用された姿が示されるといえる。それにより、

今後の周辺部開発にあたってより慎重な対応が埋蔵文化財の保護・保存に大きな意味を持つもの

といえる。 (小林正春 )
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第 2図 上の金谷遺跡 試掘坑出土遺物 (1～7)

小垣外遺跡 溝址 i出 土遺物 (8～ 10)
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第 3図 小垣外遺跡
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溝址 1出 土遺物
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図 版 1

上の金谷遺跡工房址 1 南西から

Jヒ西から



図 版 2

工房址 1遺物・ 粘土出土状態

工房址 1粘土断面



図 版 3

ｒ攀
一チ
　

′
・

・
　
　
ヽ
ヽ

|:オ :

僣ヽ :

小垣外遺跡 溝址 :・ 土坑 1な ど

溝址 i土層断面



図 版 4

溝址 i遺物出土状態

溝址 1遺物出土状態
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図 版 7

上の金谷遺跡工房址 1出 土鉄ひしゃく

工房址 1 試掘坑出土鉄製品
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工房址 1出 土鉱滓



隋 鸞 鰊
上の金谷遺跡 工房址 1・試掘坑出土陶器

図 版 8
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上の金谷遺跡 工房址 10試掘坑出土砥石



図 版 9

||111tlillllllll

::=ヽ14
i:'11

■ヽ  二

小垣外遺跡 溝址 1出 土遺物



図 版 :0

1宛

甕

小垣外遺跡 溝址 1出土遺物



図 版 ll

鑢Iヾ
ヾ

ぼL

ド

気響

上
の
金
谷
遺
跡
調
査
風
景

小
垣
外
遺
跡
調
査
風
景



飯田市北方土地区画整理事業に係 る

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

北 方 遺 跡 群

昭 和 63年 3月 25日   印 刷

昭 和 63年 3月 31日   発  行

編集・発行  長野県飯田市大久保町2534番地

飯 田 市 教 育 委 員 会

印  刷 ll~l飯 田 プ リ ン ト




